
東通原子力発電所１号炉　コメントリスト（地震・津波関係）：審査会合

Ｎｏ． 日付 審査会合 コメント内容 分野 回答日

Ｓ１ 2014年7月4日 第122回審査会合
下北半島地域の地下深部の地質構造について，形成メカニズム等に関
する知見を収集した結果から如何に評価したのか示すこと。

地質
（論点）

2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合
2020年1月8日ヒア
2020年3月27日会合
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

Ｓ２ 2014年7月4日 第122回審査会合 大陸棚外縁断層の活動性等の調査・評価結果を提示すること。
地質

（論点）

2016年9月7日ヒア
2016年9月20日ヒア
2016年10月7日会合

Ｓ３ 2014年7月4日 第122回審査会合
敷地の地下構造を把握するのに実施した調査・分析について，特異な傾
向の有無を確認するため，全ての評価結果を提示すること。

地下構造
（論点）

2019年7月22日ヒア
2019年10月7日ヒア
2019年12月6日会合
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

Ｓ４ 2014年7月4日 第122回審査会合
原子炉建屋等の耐震重要施設に加え，重大事故等対処施設の基礎地
盤及び周辺斜面の安定性評価に関わる検討内容を示すこと。

地盤
（論点）

Ｓ５ 2014年7月4日 第122回審査会合
免震重要棟のようにやや長周期が卓越する施設等の地震動評価に関わ
る検討内容を示すこと。

地震
（論点）

Ｓ６ 2014年7月4日 第122回審査会合
プレート間地震について，地震規模，震源領域等の設定に関わる検討内
容を示すこと。

地震
（論点）

2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合

Ｓ７ 2014年7月4日 第122回審査会合
プレート内地震について，ディレクティビティ効果等を考慮した不確かさに
関する検討内容を示すこと。

地震
（論点）

2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

Ｓ８ 2014年7月4日 第122回審査会合
「震源を特定せず策定する地震動」に関して，基準地震動評価ガイドにあ
る地震観測記録収集対象事例の16 地震について，観測記録等の分析・
評価を実施すること。

地震
（論点）

2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ９ 2014年7月4日 第122回審査会合
敷地への火砕流等の到達の有無に関して，詳細な地形・地質調査結果
を提示すること。

火山
（論点）
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Ｓ１０ 2014年7月4日 第122回審査会合
津波の評価について，波源の位置，波源の特性等の設定に関わる検討
内容を示すこと。

津波
（論点）

2016年2月15日ヒア
2016年3月28日ヒア
2016年4月5日ヒア
2016年4月28日会合
2016年7月26日ヒア
2016年8月26日会合
2017年5月10日ヒア
2017年6月27日ヒア
2017年7月25日ヒア
2017年8月10日会合
2018年3月28日ヒア
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合
2019年11月26日ヒア
2020年12月10日ヒア
2021年1月28日ヒア
2021年2月19日会合
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合
2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合
2022年7月7日ヒア
2022年8月1日ヒア
2022年9月2日会合
2023年2月27日ヒア
2023年7月3日ヒア
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合
2023年9月14日ヒア
2023年10月6日会合
2023年11月16日ヒア
2023年12月14日ヒア
2024年1月29日ヒア
2024年2月9日会合

Ｓ１１ 2015年11月27日 第301回審査会合

今後の審査の基本的な進め方として，Ｓクラス施設直下の断層について
は 「将来活動する可能性のある断層等に該当するかどうか」　の検討
を，Ｓクラス施設の直下にない断層については 「震源として考慮する活
断層に該当するかどうか」　の検討を行っていく。

地質

2016年4月22日会合
2016年9月7日ヒア
2016年9月20日ヒア
2016年10月7日会合

Ｓ１２ 2015年11月27日 第301回審査会合 ｍ－ａ断層の補足調査結果について説明すること。 地質
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ１３ 2015年11月27日 第301回審査会合
ｍ－ａ断層の活動性評価について，Ｆ－８断層等との類似性というより
は，将来活動する可能性のある断層等に該当するかどうかという観点で
検討すること。

地質
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ１４ 2015年11月27日 第301回審査会合

ｆ－１断層付近での基盤上面の形態について，変位なのか変形なのか，ｆ
－１断層によるものなのかどうか整理すること。
あわせてSクラス施設直下にある他の断層についても，変位なのか変形
なのか整理すること。

地質

2016年1月27日ヒア
2016年3月2日ヒア
2016年3月30日ヒア
2016年4月22日会合

Ｓ１５ 2015年11月27日 第301回審査会合
ｆ－１断層の活動性評価では，Ｆ－１０断層に切られること以外について
示すこと。

地質
2016年3月2日ヒア
2016年3月30日ヒア
2016年4月22日会合

Ｓ１６ 2015年11月27日 第301回審査会合
ｆ－２断層の検討にあたっては，変質鉱物脈に関するＸ線分析と化学分析
のデータを示すこと。また，粘土鉱物のK-Ar法による年代測定の手法，
信頼度，関連する研究論文，事例等について示すこと。

地質

2016年１月27日ヒア
2016年3月2日ヒア
2016年3月30日ヒア
2016年4月22日会合

Ｓ１７ 2015年11月27日 第301回審査会合
高角度の変質鉱物脈と上載地層との関係が分かるものを示すこと。
また，基礎底盤や掘削時の法面のスケッチ，写真等があれば示すこと。

地質

2016年１月27日ヒア
2016年3月2日ヒア
2016年3月30日ヒア
2016年4月22日会合

Ｓ１８ 2015年11月27日 第301回審査会合
反射法地震探査について，敷地の深部構造が検討できるかどうかの観
点で，探査仕様，解析手順，探査結果の説明を補充すること。また，デー
タの再解析についても検討すること。

地質
2016年9月7日ヒア
2016年9月20日ヒア
2016年10月7日会合

Ｓ１９ 2015年11月27日 第301回審査会合
地すべり面に関する検討について，防災科研の地すべりマップ等，他の
文献の検討結果も示すこと。

地質
2016年1月27日ヒア
2016年3月30日ヒア
2016年4月22日会合

Ｓ２０ 2015年11月27日 第301回審査会合 敷地内の泊層下部層と敷地近傍の泊層の違い等を説明すること。 地質

2016年6月8日ヒア
2016年9月7日ヒア
2016年9月20日ヒア
2016年10月7日会合
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Ｓ２１ 2015年11月27日 第301回審査会合
敷地周辺の地質について，必要な部分は文献を引用して資料を作成す
ること。

地質

2016年6月8日ヒア
2016年9月7日ヒア
2016年9月20日ヒア
2016年10月7日会合

Ｓ２２ 2015年11月27日 第301回審査会合
重力異常図の敷地南方の正の重力異常域について，分布する地層，地
質構造等との関連を検討すること。

地質

2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ２３ 2016年4月22日 第354回審査会合
ｆ－１断層について，断層破砕部及び周辺での第四系基底面の状況など
を検討するため，Ｔｒ－３４トレンチでの追加掘削などにより，データの拡
充を図ること。

地質
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ２４ 2016年4月22日 第354回審査会合
高角度の変質鉱物脈は変位があるので，断層区分の小断層に含まれる
かどうか整理すること。

地質
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ２５ 2016年4月22日 第354回審査会合
高角度の変質鉱物脈について，個別のデータを一覧表示するなどして，
同種のものかどうかについて，説明性の向上を図ること。

地質
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ２６ 2016年4月22日 第354回審査会合
ｆ－ｃ断層がSクラス施設の直下の断層に該当しないことを，調査データを
用いて説明すること。

地質

2016年6月8日ヒア
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ２７ 2016年4月22日 第354回審査会合
ｆ－１断層破砕部の研磨片・薄片観察では，脈がせん断面に切られてい
ることについて説明すること。

地質
2016年10月25日ヒア
2016年11月9日ヒア
2016年11月18日会合

Ｓ２８ 2016年4月22日 第354回審査会合 敷地の地質層序について，文献を引用して資料作成すること。 地質

2016年6月8日ヒア
2016年9月7日ヒア
2016年9月20日ヒア
2016年10月7日会合

Ｓ２９ 2016年4月28日 第358回審査会合
連動型地震による津波波源の北限を納沙布断裂帯と設定していることに
ついて，納沙布断裂帯が破壊のバリアになるとは限らないことも踏まえ，
地震学・測地学的知見を収集し，波源領域の考え方を再検討すること。

津波

2017年5月10日ヒア
2017年6月27日ヒア
2017年7月25日ヒア
2017年8月10日会合

Ｓ３０ 2016年4月28日 第358回審査会合
連動型地震による津波波源の設定にあたり，東北地方太平洋沖地震に
よる津波の影響を検討すること。

津波

2017年5月10日ヒア
2017年6月27日ヒア
2017年7月25日ヒア
2017年8月10日会合

Ｓ３１ 2016年4月28日 第358回審査会合 広域の痕跡高に着目した基準断層モデルについて検討すること。 津波

2017年5月10日ヒア
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合
2019年11月26日ヒア
2020年12月10日ヒア
2021年1月28日ヒア
2021年2月19日会合

Ｓ３２ 2016年4月28日 第358回審査会合
特性化モデルの設定方法のうち，大すべり域・超大すべり域を設定する
ことによるＭｗの調整を波源域全体で調整しているが，他機関の手法と
の比較等を行い，モデル設定の妥当性・保守性を示すこと。

津波

2017年5月10日ヒア
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ３３ 2016年4月28日 第358回審査会合
特性化モデルの大すべり域が，最も厳しい位置となっているか確認する
こと。

津波

2017年5月10日ヒア
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ３４ 2016年4月28日 第358回審査会合
特性化モデルの破壊伝播速度およびライズタイムの不確かさを考慮した
場合の影響を検討すること。

津波
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ３５ 2016年4月28日 第358回審査会合 防波堤の有無が，基準津波の水位に与える影響について検討すること。 津波
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ３６ 2016年4月28日 第358回審査会合 青森県の津波評価を踏まえて，基準津波高さの妥当性を確認すること。 津波
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合
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Ｓ３７ 2016年4月28日 第358回審査会合
海底地すべり地形調査において，日高舟状海盆付近の海底地すべりに
関する知見を加えること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ３８ 2016年4月28日 第358回審査会合
島弧会合部周辺で発生した1964年のアラスカ地震に関する知見を収集・
分析し，構造的特徴に関する説明性向上を図ること。

津波

2017年5月10日ヒア
2017年6月27日ヒア
2017年7月25日ヒア
2017年8月10日会合

Ｓ３９ 2016年8月26日 第394回審査会合
津波地震について，地震規模の不確かさを考慮する方法と，土木学会
(2002）を参考として波源特性の不確かさを考慮する方法の両方を示した
上で，地震規模の設定について再度説明すること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４０ 2016年8月26日 第394回審査会合
千島海溝沿いで発生する津波地震を考慮する必要性について検討する
こと。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４１ 2016年8月26日 第394回審査会合

海洋プレート内地震の波源位置の不確かさについて，現状，アウターラ
イズ領域での南北方向の検討を実施しているが，東西方向（海溝軸直交
方向）の検討も実施すること。合わせて，起震応力が共通で共役な断層
となることも踏まえた検討も実施すること（西落ち傾斜，東落ち傾斜）。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４２ 2016年8月26日 第394回審査会合 海洋プレート内地震の断層上縁深さの設定根拠を説明すること。 津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４３ 2016年8月26日 第394回審査会合
各断層モデルによる計算結果の比較から，プレート間地震は連動型地震
に包含されるため，その位置付けを整理すること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４４ 2016年8月26日 第394回審査会合 海域活断層による地殻内地震の選定プロセスを明確にすること。 津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４５ 2016年8月26日 第394回審査会合
連動型地震に起因する津波が最も影響が大きいことを確認するため，沖
合地点の水位時刻歴波形を示すこと。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４６ 2016年8月26日 第394回審査会合
日本海溝海側の海山付近における海底地すべりについて，最新の知見
を収集すること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４７ 2016年8月26日 第394回審査会合
ハワイ諸島付近の海底地すべりについて，情報を収集し，発電所に与え
る影響を検討すること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４８ 2016年8月26日 第394回審査会合
海底地すべりに起因する津波の評価において抽出した海底地すべりの
厚さの算定根拠を資料に明記すること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ４９ 2016年8月26日 第394回審査会合

津波堆積物調査に関して，各ボーリング孔等で確認したイベント堆積物
について津波起因の可能性の有無を判断した根拠を詳細に説明するこ
と。その際，断層調査関連で実施しているボーリング調査やトレンチ調査
についてもイベント堆積物の有無を確認すること。

津波

2017年5月10日ヒア
2017年6月27日ヒア
2017年7月25日ヒア
2017年8月10日会合

Ｓ５０
2016年8月26日
2017年8月10日

第394回審査会合
第496回審査会合

津波堆積物調査に関して，東京電力敷地内のボーリングコア写真のイベ
ント堆積物が確認できるよう，工夫すること。

津波

2017年5月10日ヒア
2017年6月27日ヒア
2017年7月25日ヒア
2017年8月10日会合
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ５１ 2016年10月7日 第407回審査会合
破砕部の軟質粘土を風化によるもの等とする理由，断層活動性の評価
における意味を説明すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ５２ 2016年10月7日 第407回審査会合
SEM観察結果だけでなく，断層破砕部の固結・岩石化や地下深部構造の
評価など，総合的な観点から，断層の活動性評価を行うとするのであれ
ば，その趣旨に従い，資料修正すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ５３ 2016年10月7日 第407回審査会合
一切山東方断層北方延長部において，平面図の断層線と断面図の断層
延長位置が整合するよう，適切な記載とし，地形面の高度差の検討を行
うこと。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合
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Ｓ５４ 2016年10月7日 第407回審査会合 一切山東方断層の南方延長部の評価の根拠を詳細に示すこと。 地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ５５ 2016年10月7日 第407回審査会合
T６（２）トレンチにおける，岩盤中のＨ－６断層と第四系の礫層，その上
位の砂層中に見られる小断裂との関係について，写真等があれば，詳
細に説明すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ５６ 2016年10月7日 第407回審査会合
T６（２）トレンチの断層の横ずれ成分の有無について，基盤中の条線
データなどを提示して，説明すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ５７ 2016年10月7日 第407回審査会合
T５（２）トレンチ（H－５断層）では，断層箇所の岩盤上面に段差がないと
しているが，変位量の小さい断層が動いた場合，必ずしも段差ができると
は限らないので，詳細なスケッチ等があれば，確認すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ５８
2016年10月7日
2017年3月17日

第407回審査会合
第454回審査会合

下北半島東部ではセピオライト変質以降の顕著な熱水変質はないとする
根拠やセピオライトの形成年代について，既往の研究成果を踏まえて，
説明すること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

Ｓ５９ 2016年10月7日 第407回審査会合
熱水変質の物理・化学的な条件，セピオライトの形成条件や同時に生成
する鉱物等について説明を充実させること。

地質

2017年3月21日ヒア
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ６０ 2016年10月7日 第407回審査会合
破砕帯を切る鉱物脈の有無が評価において重要となるので，セピオライ
トを切る粘土鉱物が認められる場合には，その状況を詳細に説明するこ
と。

地質

2017年3月21日ヒア
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ６１ 2016年10月7日 第407回審査会合
震源として考慮する活断層の評価にあたっては，断層の深部への連続
性が重要なデータとなるので，追加実施している反射法地震探査の結果
を取りまとめ，説明すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ６２ 2016年10月7日 第407回審査会合
反射法地震探査の再解析において，一切山東方断層を認定している
が，処理過程，反射面の解釈等も含め，説明すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ６３ 2016年10月7日 第407回審査会合
小田野沢西方のリニアメントの評価については，一切山東方断層との関
係も合わせて説明すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ６４ 2016年10月7日 第407回審査会合
横浜断層の評価については，事実記載だけではなく，断層の認定，端部
評価等の判断根拠を明確にし，説明性の向上を図ること。

地質
2019年4月24日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ６５ 2016年10月7日 第407回審査会合
敷地周辺海域の断層の活動性評価において，敷地前面海域等の音波
探査結果の判断も含め，どのように断層を選定したのか示すこと。

地質
2019年4月24日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ６６ 2016年11月18日 第417回審査会合
ｆ－１断層関連の岩盤上面の形状や砂層中の小断裂の連続性，トレンチ
拡幅・盤下げ後の新法面における断層性状等について整理して示すこ
と。

地質

2017年1月6日ヒア
2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合

Ｓ６７ 2016年11月18日 第417回審査会合
ｆ－１断層のスケッチについて，破砕部や軟質な部分があるのかないの
か等，現実に近い形での表記方法を検討すること。

地質

2017年1月6日ヒア
2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合

Ｓ６８ 2016年11月18日 第417回審査会合
Ｓクラス施設の直下に分布する高角度の変質鉱物脈については，分布
や性状等の細部の説明だけでなく，どのような考え方で活動性を評価し
ているのか整理して示すこと。

地質

2017年1月6日ヒア
2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合

Ｓ６９ 2016年11月18日 第417回審査会合 ｍ－ａ断層の分布範囲について，根拠を詳細に示すこと。 地質

2017年1月6日ヒア
2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合

Ｓ７０ 2016年11月18日 第417回審査会合 ｆ－ｃ断層の分布範囲について，根拠を詳細に示すこと。 地質
2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
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東通原子力発電所１号炉　コメントリスト（地震・津波関係）：審査会合

Ｎｏ． 日付 審査会合 コメント内容 分野 回答日

Ｓ７１ 2016年11月18日 第417回審査会合
敷地の断層のセピオライトの鉱物の分析値（Ｆ－８断層破砕部）に関し，
その妥当性等について，詳細データを示すこと。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

Ｓ７２
2016年12月1日，2

日
現地調査

（一切山東方断層）

中ノ又沢露頭のスケッチについて，撓曲部とＦ－１断層が，それぞれが続
成作用と熱水変質による固結と対応することが分かるような資料とするこ
と。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ７３ 2016年12月1日，2日
現地調査

（一切山東方断層）

T6(2)トレンチにおいて，詳細なスケッチ，写真を示すこと。また，Toyaが
ずれている付近を，小段がなくなるまで掘り込むなどして，小断裂付近の
スケッチ，写真を示すこと。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ７４ 2016年12月1日，2日
現地調査

（一切山東方断層）
T6(2)トレンチに見られる第四系砂層中の小断裂の成因について説明す
ること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ７５ 2016年12月1日，2日
現地調査

（一切山東方断層）
T6(2)トレンチ北面において，蒲野沢層中の断層付近に見られる白い粘
土脈について鉱物の同定を行うこと。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ７６ 2016年12月1日，2日
現地調査

（一切山東方断層）
T6(2)トレンチに見られる地すべり堆積物について，古い時代のものであ
るかどうかの記載を追加すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合
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東通原子力発電所１号炉　コメントリスト（地震・津波関係）：審査会合

Ｎｏ． 日付 審査会合 コメント内容 分野 回答日

Ｓ７７ 2016年12月1日，2日
現地調査

（一切山東方断層）
Ｔ７トレンチについて，詳細なスケッチ，写真を示すこと。 地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ７８ 2016年12月1日，2日
現地調査

（老部川右岸の断層）
Tr-20’-2，4トレンチ付近で作成した撓みの平面分布図は，比高差等が
絶対値でないので，等高線図を並記するなど，資料を検討すること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ７９ 2016年12月1日，2日
現地調査

（老部川右岸の断層）
Ｆ－９断層（老部川右岸の断層）深部の破砕部の固結の状況について，
資料の充実を図ること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ８０ 2016年12月1日，2日
現地調査

（ｆ－１断層）
Tr-34トレンチ追加調査のスケッチは，断層破砕部や第四系砂礫層基底
部等の細部の構造が分かるよう記載の充実を図ること。

地質

2017年1月6日ヒア
2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合

Ｓ８１ 2016年12月1日，2日
現地調査

（ｆ－１断層）
Tr-34トレンチにおいて，ｆ－１断層の評価にあたって，Ｆ－１０断層との関
係についても説明を追加すること。

地質

2017年1月6日ヒア
2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合

Ｓ８２ 2016年12月1日，2日 現地調査

Ｆ－３断層（Tr-11東トレンチ），Ｆ－４断層（K-16孔），Ｆ－８断層（Ｏ２-10

孔）では，断層破砕部の中に石英脈が入っていて変形していない，或い
は，破砕部を石英脈が横断しているコアがあるが，活動性評価の観点か
ら，データの整理，記載の充実を図ること。

地質

2017年1月25日ヒア
2017年2月14日ヒア
2017年3月17日会合
2017年3月21日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ８３ 2016年12月1日，2日 現地調査
薄片試料（H27B-F4-2孔のＦ－４断層）において観察される，細い脈の縁
がセラドナイト，内側にセピオライトが生じているとする脈の構造につい
て，資料の充実を図ること。

地質

2017年3月21日ヒア
2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ８４ 2016年12月1日，2日 現地調査
淡水貯水槽等のＳクラス施設については，施設直下での断層の有無や
評価を説明すること。

地質

Ｓ８５ 2017年3月17日 第454回審査会合 Ｆ－８断層等で確認される石英脈の形成年代について検討すること。 地質

2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
2017年9月8日会合

Ｓ８６ 2017年3月17日 第454回審査会合
ｆ－１断層とＦ－１０断層及びＦ－８断層の新旧関係について，Tr-34トレン
チ底盤に見られるＦ－１０断層との相互関係や各断層の破砕部の性状等
を詳細検討すること。

地質

2017年5月31日ヒア
2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
2017年9月8日会合

Ｓ８７ 2017年3月17日 第454回審査会合
ｆ－１断層の評価に関連し，Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層は東京電力敷地に延
長する部分の性状についても，第四系の変状も含め説明すること。

地質

2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
2017年9月8日会合

Ｓ８８ 2017年3月17日 第454回審査会合
Tr-34トレンチ東+1.2ｍ法面のｆ－１断層の岩盤上面の礫間の粘土や窪み
の礫が立っているように見える状況について，断層活動との関係がない
か詳細を説明すること。

地質

2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
2017年9月8日会合

Ｓ８９ 2017年3月17日 第454回審査会合
Tr-34トレンチ東+1.2ｍ法面のｆ－１断層の岩盤上面の追込み掘削面の写
真において，断層の解釈線が途切れているので，スケッチを追加するこ
と。

地質

2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
2017年9月8日会合

Ｓ９０ 2017年3月17日 第454回審査会合

ｍ－ａ断層について，全体構造では東傾斜の正断層となっているのに対
し，薄片観察では逆断層センスとなっていること，コアでの破砕部構造が
複雑で，何段階かの動きがあるように見えることから，活動年代も含めて
わかりやすく説明すること。

地質
2017年9月26日ヒア
2017年10月13日会合

Ｓ９１ 2017年3月17日 第454回審査会合
ｍ－ａ断層の深部連続性を示した反射法地震探査について，探査の分
解能と断層の変位量との関係を踏まえ，平面図等を用いて説明するこ
と。

地質

2017年9月13日ヒア
2018年2月20日ヒア
2018年6月12日ヒア
2018年7月6日会合

Ｓ９２ 2017年3月17日 第454回審査会合

ｍ－ａ断層とＦ－８断層，Ｆ－１０断層との類似性に基づく活動性評価で
は，類似していない点も含めて検討すること。石英（玉髄）脈や固結・岩
石化の有無，差異等について，熱水変質活動の履歴を含め整理するこ
と。

地質
2017年9月6日ヒア
2017年9月26日ヒア
2017年10月13日会合
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Ｎｏ． 日付 審査会合 コメント内容 分野 回答日

Ｓ９３ 2017年3月17日 第454回審査会合
ｍ－ａ断層の活動性評価について，上載地層との関係を確認できないか
検討すること。

地質

2017年5月31日ヒア
2017年6月9日会合
2017年9月6日ヒア
2017年9月26日ヒア
2017年10月13日会合

Ｓ９４ 2017年6月9日 第474回審査会合
ｍ－ａ断層およびｆ－１断層の評価に係る追加調査については，現状計
画にこだわらず，効果的な結果が得られるよう，柔軟に対応すること。ま
た，所期の結果が得られなかった場合を想定した検討も進めること。

地質

2017年7月18日ヒア
2017年8月8日ヒア
2017年8月29日ヒア
2017年9月6日ヒア
2017年9月8日会合
2017年9月26日ヒア
2017年10月13日会合
2018年2月9日会合

Ｓ９５ 2017年6月9日 第474回審査会合
ｍ－ａ断層の活動性評価に上載地層法を適用するにあたり，追加調査等
の結果を踏まえて，段丘堆積物等，上部更新統の性状を説明すること。

地質
2017年9月6日ヒア
2017年9月26日ヒア
2017年10月13日会合

Ｓ９６ 2017年8月10日 第496回審査会合
津波評価の妥当性確認にあたり，想定津波群とイベント堆積物との比較
を行う場合は，イベント堆積物の層厚も考慮した上で，既往津波の規模
感を説明すること。

津波
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ９７ 2017年8月10日 第496回審査会合
波源特性の不確かさの考慮にあたっては，破壊伝播速度やライズタイム
等も含め，各パラメータが津波高さ等に与える影響について体系的に整
理しながら，検討すること。

津波
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ９８ 2017年8月10日 第496回審査会合
Tsuru et al. (2002)に，日本海溝沿いにおける付加体（低速度堆積物）の
分布が記載されているが，低速度堆積物と評価している地震波速度等
の定義を確認し，同文献の引用の位置づけを明確にすること。

津波
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ９９ 2017年8月10日 第496回審査会合
巨大地震の破壊様式の分類（Koyama et al. (2012)）における評価軸のう
ち「Collision」の意味合いを確認し，同文献の引用の位置付けを明確にす
ること。

津波
2018年8月21日ヒア
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ１００ 2017年9月8日 第506回審査会合
ｆ－１断層付近の扁平礫の方向に関する検討については，ｆ－１断層から
ある程度離れた位置及び文献事例について，ローズダイヤグラムによる
検討を行うこと。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０１ 2017年9月8日 第506回審査会合
泊層上部層の熱水変質の年代については，事業者の調査結果や既往
の研究内容を踏まえ，記載内容・エビデンスの充実を図ること。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０２ 2017年9月8日 第506回審査会合
ｆ－１断層とＦ－１０断層の形成過程に関する考察については，初期段階
でのｆ－１断層の形成状況の説明を充実させるなど，説明性向上を図るこ
と。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０３ 2017年9月8日 第506回審査会合
ｆ－１断層とＦ－１０断層との新旧関係を確認するため，Ｔｒ－３４トレンチ
底盤におけるｆ－１断層とＦ－１０断層との会合部の拡大写真などを示す
こと。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０４ 2017年10月13日 第519回審査会合
Tr-36トレンチのｍ－ａ断層を覆う段丘堆積物礫の配列について，ローズ
ダイヤグラムにより示すこと。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０５ 2017年10月13日 第519回審査会合
ｍ－ａ（分岐）断層を境に岩盤の硬軟に差が生じている理由について記
載を充実化すること。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０６ 2017年10月13日 第519回審査会合
ｍ－ａ断層付近の低角度の小断層の挟在物について分析等により確認
すること。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０７ 2017年10月13日 第519回審査会合
ｍ－ａ断層の活動性を評価するに当たり，Ｆ－８断層，Ｆ－１０断層との類
似性については，類似していない点もあることから，ｍ－ａ断層はｆ－１断
層の議論と合わせて検討を行うこと。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合
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Ｓ１０８ 2017年11月17日 現地調査
ｆ－１断層とＦ－１０断層の会合部について，破砕部内の構造について記
載を充実したうえで両断層の関係を説明すること。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１０９ 2017年11月17日 現地調査
ボーリングコアにおけるＦ－８断層破砕部の性状についてデータを整理
すること。

地質

2017年12月5日ヒア
2017年12月19日ヒア
2018年1月18日ヒア
2018年2月5日ヒア
2018年2月9日会合

Ｓ１１０ 2017年11月17日 現地調査
東北電力敷地内Ｃ測線Ｃ4.2孔のイベント堆積物を津波起因としない理由
について，詳細に説明すること。

津波
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ１１１ 2017年11月17日 現地調査
猿ヶ森大沼における津波堆積物に関する情報（Minoura et al. (1994)）に
ついて整理し，説明すること。

津波
2019年3月27日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ１１２ 2018年2月9日 第547回審査会合
Ｆ－８断層が南方で消滅することについて，ｆ－３断層，Ｆ－４断層等との
関係も含めて説明すること。

地質

2018年3月13日ヒア
2018年4月10日ヒア
2018年4月25日ヒア
2018年5月18日会合

Ｓ１１３ 2018年2月9日 第547回審査会合
Ｆ－８(Ｈ－２)断層のT2(10)トレンチ，T2(7)トレンチに見られる第四系の変
状について，小断裂と基盤の断層，To-Rdの変位との関係等に着目して
説明すること。

地質

2018年3月13日ヒア
2018年4月10日ヒア
2018年4月25日ヒア
2018年5月18日会合

Ｓ１１４ 2018年2月9日 第547回審査会合
Ｆ－８断層・Ｆ－１０断層追跡トレンチにおいて，変位・変形なしとしている
Ｍ１’面段丘堆積物の分布状況について説明すること。 地質

2018年3月13日ヒア
2018年4月10日ヒア
2018年4月25日ヒア
2018年5月18日会合

Ｓ１１５ 2018年2月9日 第547回審査会合
ｍ－ａ断層破砕部でセピオライトが確認された箇所等について資料に明
記すること。

地質

2018年3月13日ヒア
2018年4月10日ヒア
2018年4月25日ヒア
2018年5月18日会合

Ｓ１１６ 2018年5月18日 第573回審査会合
段丘面区分と堆積物の関係について，各段丘面下の堆積物の詳細な状
況が分かるようなデータを付けるなど説明を工夫し，とりまとめ資料の提
出までに示すこと。

地質

Ｓ１１７ 2018年7月6日 第597回審査会合
敷地を中心とする半径30km以遠の陸域の断層評価の記載において，他
機関のデータを用いて事業者が評価したことを明確化すること。

地質
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ１１８ 2018年7月6日 第597回審査会合
敷地内の層序表では泊層下部層と猿ヶ森層の一部が同時異相となって
いることから，敷地周辺の地質層序表への反映を検討すること。

地質
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ１１９ 2018年7月6日 第597回審査会合
小田野沢西方のリニアメントのボーリング調査に基づく地質断面図に関
して，第四系の基底面の勾配等について説明を加えること。

地質
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ１２０ 2018年7月6日 第597回審査会合
下北半島中軸部におけるP波速度トモグラフィの高速度領域の高まりに
関して，西縁部には断層が存在することを踏まえて東縁部の断層の有無
を含め，深部構造についても検討すること。

地質
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ１２１ 2018年7月6日 第597回審査会合
重力異常と敷地の断層の関係について，深部の基盤に見られる断層と
の関係や深部の凹地状構造の形成過程も含めて，考察を深めること。

地質

2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１２２ 2018年7月6日 第597回審査会合
反射法地震探査結果の解釈において，反射面を断層面としている事例
が他にもあれば示す等，断層面の認定について説明性を向上させるこ
と。

地質
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合

Ｓ１２３ 2018年7月6日 第597回審査会合
一切山東方断層や敷地の正断層群が低角化・消滅する考察において，
断層の特徴等を踏まえ，これらの形成過程を検討すること。

地質
2018年9月11日ヒア
2018年10月2日ヒア
2018年10月19日会合
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Ｓ１２４ 2018年10月19日 第643回審査会合
一切山東方断層を代表とすることについては，西側の断層の検討も含め
て，一切山東方断層の活動性が否定できれば，全ての断層の活動性が
否定できるとする事業者のロジックの正当性を説明すること。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１２５ 2018年10月19日 第643回審査会合
断層規模に着目して評価するならば，「震源として考慮する活断層の評
価」では，ｍ－ａ断層の規模についても説明すること。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１２６ 2018年10月19日 第643回審査会合
小田野沢西方のリニアメントに関する地質断面図について，第四系基底
面の形状が不陸を原因とするならば，その根拠の説明性を向上させるこ
と。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１２７ 2018年10月19日 第643回審査会合
反射法地震探査結果の解釈において，反射面を断層面としているが，
ボーリングデータ等による地質情報と合わせて検討する等，説明性の向
上を図ること。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１２８ 2018年10月19日 第643回審査会合
地下深部構造の探査結果の解釈について，反射法地震探査結果の精
査だけではエビデンスが不足しているため，物性値やボーリングデータ
等のエビデンスを追加して，説明性の向上を図ること。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１２９ 2018年10月19日 第643回審査会合
重力異常による地下深部構造の評価では，密度構造解析等，定量的な
検討を行うこと。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１３０ 2018年10月19日 第643回審査会合
断層破砕部を充填・横断する鉱物脈については，規制庁として認められ
る横断する鉱物脈を中心に，その性状等の違いを分かりやすく整理する
こと。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１３１ 2019年3月1日 第690回審査会合
審査会合での説明は，関連する他の審査項目の進捗状況に影響され
ず，震源断層の評価に関わらない地下構造等の説明できる項目から順
次行うこと。

全体
2019年3月27日ヒア
2019年4月24日ヒア
2019年6月7日会合

Ｓ１３２ 2019年3月1日 第690回審査会合
補足調査は，審査会合でのコメントの趣旨を踏まえたものか検討し，実
施すること。

地質
2020年1月8日ヒア
2020年2月5日ヒア
2020年3月27日会合

Ｓ１３３ 2019年6月7日 第723回審査会合
敷地周辺陸域の断層について，文献の記載内容の比較，空中写真判読
結果との対応状況，断層諸元等の評価結果の変更状況等をまとめた資
料を追加すること。

地質
2019年10月15日ヒア
2019年11月1日会合

Ｓ１３４ 2019年6月7日 第723回審査会合
横浜断層の北端部について下北断層と連続しないとする根拠を丁寧に
説明すること。

地質
2019年10月15日ヒア
2019年11月1日会合

Ｓ１３５ 2019年6月7日 第723回審査会合
半径30㎞以遠の断層について，活動性や断層長さの評価に用いた根拠
やデータを示すこと。

地質
2019年10月15日ヒア
2019年11月1日会合

Ｓ１３６ 2019年6月7日 第723回審査会合
「電源開発(株)調査結果を基に事業者が評価」しているものについては，
データの出典を辿れるようにすること。

地質
2019年10月15日ヒア
2019年11月1日会合

Ｓ１３７ 2019年6月7日 第723回審査会合
一切山東方断層以外の敷地周辺の活断層の評価は，一通り説明するこ
と。

地質
2019年10月15日ヒア
2019年11月1日会合

Ｓ１３８ 2019年6月7日 第723回審査会合
敷地前面海域の海上音波探査について，断層の活動性評価にあたり，
評価の根拠となった測線についてＡ３版の海上音波探査記録集を提出す
ること。

地質
2019年10月15日ヒア
2019年11月1日会合

Ｓ１３９ 2019年6月7日 第723回審査会合
出戸西方断層および御宿山北方断層の延長部について，日本原燃(株)
にデータ拡充を求めているので，今後の審査資料に適切に反映するこ
と。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１４０ 2019年6月7日 第723回審査会合
広域の津波特性を考慮した特性化モデルの大すべり域・超大すべり域の
配置について，保守性を踏まえた上で，その妥当性を説明すること。

津波

2019年11月26日ヒア
2020年12月10日ヒア
2021年1月28日ヒア
2021年2月19日会合
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S１４１ 2019年11月1日 第792回審査会合
下北断層の活動性を否定する根拠として砂子又層を用いていることか
ら，砂子又層の年代について，微化石分析やフィッショントラック年代測
定を実施しているのであれば，データを示すこと。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１４２ 2019年11月1日 第792回審査会合
各断層の評価は，「活断層詳細デジタルマップ[新編]」(2018)等の文献と
の対応，活動性の有無等，結論を明確に示すこと。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１４３ 2019年11月1日 第792回審査会合
津軽海峡西側海域の層序区分について，電源開発(株)の評価内容を踏
まえて，具体的に説明すること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１４４ 2019年11月1日 第792回審査会合
検討用地震として，横浜断層を東傾斜とする考え方について，「地質・地
質構造」で説明を行うこと。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１４５ 2019年12月6日 第808回審査会合
解放基盤表面設定の妥当性説明として使用している原子炉建屋基礎地
盤の速度層構造について，地震動評価の観点から検討すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１４６ 2019年12月6日 第808回審査会合

原子炉建屋基礎地盤の岩盤分類図について，f-1断層，f-2断層および
蒲野沢層の風化岩の分布状況を踏まえ，北東-南西断面等も検討するこ
と。
また，風化岩に関するエビデンスを追加すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１４７ 2019年12月6日 第808回審査会合
原子炉建屋基礎地盤の岩盤分類について，風化区分に関する説明を追
記すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１４８ 2019年12月6日 第808回審査会合
解放基盤表面とするT.P.-16.3mと地震動評価をしている解放基盤表面相
当位置T.P.+2.0mとの関係について，基準に則り説明すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１４９ 2019年12月6日 第808回審査会合
地震動の増幅特性や距離減衰式の残差について到来方向別の検討を
行っているが，西側の地震数が少ないので，遠方や近傍の小地震等の
地震動が小さい記録まで検討対象を広げ評価できないか検討すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５０ 2019年12月6日 第808回審査会合
地震観測記録の応答スペクトルで，T.P.-282.8m～T.P.-82.8mの周期0.5
秒程度に卓越がみえる例がある。また，東側の震源で増幅傾向が大きい
ようにもみてとれるので，増幅特性について，より詳細に確認すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５１ 2019年12月6日 第808回審査会合
敷地内臨時高密度観測において，表層地盤の影響で各地点のスペクト
ル比の形状が異っている。形状の違いを定量的に検討した上で，敷地地
盤の振動特性について考察すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５２ 2019年12月6日 第808回審査会合
敷地内臨時高密度観測は原子炉建屋近傍に限られている。その他，広
い範囲を対象とした調査を実施しているのであれば，その結果も示した
上で敷地地盤の振動特性について考察すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５３ 2019年12月6日 第808回審査会合
理論的手法に用いる地盤モデルのうち，地震基盤以深の設定について，
地震調査研究推進本部，永井ほかの文献を踏まえ，どのように設定した
のか説明すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５４ 2019年12月6日 第808回審査会合
2008年7月24日岩手県沿岸北部の地震のシミュレーション解析につい
て，浅野・岩田(2009)に基づく検討及び震源モデルを見直した検討内容
について説明すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５５ 2019年12月6日 第808回審査会合
東通地点と白糠地点の応答スペクトル比の検討において，平均から大き
く外れている地震の要因を分析すること。

地震
2020年4月8日ヒア
2020年5月18日ヒア
2020年6月4日会合

S１５６ 2020年3月27日 第855回審査会合
一切山東方断層に準じる断層についても，個別の評価を実施しているこ
とを踏まえ，一切山東方断層を代表として評価することの位置づけにつ
いて整理すること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１５７ 2020年3月27日 第855回審査会合
断層の深部連続性評価の説明性向上の観点から，反射断面の分解能
の記載や時間断面等のプロファイルを示すこと。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１５８ 2020年3月27日 第855回審査会合
2019年補足調査で実施したボーリング調査について，柱状図等を示すこ
と。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合
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S１５９ 2020年3月27日 第855回審査会合
一切山東方断層は，猿ヶ森層のSrsm上面より深部には連続しないとして
いることについて，説明性の向上を図ること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１６０ 2020年3月27日 第855回審査会合
H28Line-3測線の地層境界や一切山東方断層の連続性について，南北
測線，東西測線の反射法地震探査結果からパネルダイヤグラム等を作
成し，説明性の向上を図ること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１６１ 2020年3月27日 第855回審査会合
小田野沢西方のリニアメント東側のボーリング調査について，従前の解
釈から変更したのであれば，柱状図を含めて詳細を説明すること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１６２ 2020年3月27日 第855回審査会合
敷地周辺～敷地の震源として考慮する活断層の評価の資料には，出戸
西方断層のデータ追加や横浜断層の東傾斜の考え方等を加え，全体と
してまとめること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１６３ 2020年3月4日 第855回審査会合
2019年補足調査のボーリング孔で実施した検層結果のうち，自然電位の
不連続部分について確認すること。

地質
2020年6月15日ヒア
2020年7月6日ヒア
2020年7月17日会合

S１６４ 2020年6月4日 第865回審査会合
原子炉建屋基礎地盤の速度構造について，弾性波探査等，PS検層以外
の調査結果があれば示すこと。

地震
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１６５ 2020年6月4日 第865回審査会合
解放基盤表面(T.P.-16.3m)とその振動特性を評価する自由地盤位置
(T.P.+2m)のせん断波速度や岩種の関係が分かるように根拠も含め明記
すること。

地震
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１６６ 2020年6月4日 第865回審査会合
自由地盤の鉛直アレイを用いた検討として応答スペクトル比や伝達関数
を提示しているが，一次固有周期等の共通する特徴について，記載の充
実を図ること。

地震
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１６７ 2020年6月4日 第865回審査会合
敷地内臨時高密度観測の検討における表層地盤が基準化スペクトル形
状に与える影響の検討に関し，地盤種別の違いの影響についての説明
を充実させること。また，全観測点の微動アレイ探査結果も示すこと。

地震
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１６８ 2020年6月4日 第865回審査会合
地盤モデルの策定では地震動評価の違い等から浅部地盤と深部地盤に
区分けした上で検討を行っているが，区分け根拠が明確に分かるように
記載を充実させること。

地震
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１６９ 2020年6月4日 第865回審査会合
浅部地盤モデルの策定において，信号成分に基づく検討及び観測記録
に基づく検討の２つを行っているが，それらの位置付け・関係についてよ
り詳細に説明を加えること。

地震
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１７０ 2020年7月17日 第878回審査会合
層序表において，砂子又層の記載の適正化を図ること。また，近隣サイト
における六ヶ所層について，砂子又層との関係を追記すること。

地質
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１７１ 2020年7月17日 第878回審査会合
層序表において，泊層と猿ヶ森層の層序関係については，年代測定の結
果も踏まえて，記載方法を検討すること。

地質
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１７２ 2020年7月17日 第878回審査会合
敷地～敷地近傍の断層の「震源として考慮する活断層」の評価フローに
おいて，W-1断層等の記載の適正化を図ること。

地質
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１７３ 2020年7月17日 第878回審査会合
ボーリング調査結果に基づくＦ－１断層破砕部の認定において，分岐断
層との相違等についても記載すること。

地質
2020年9月10日ヒア
2020年9月17日ヒア
2020年10月2日会合

S１７４ 2020年10月2日 第902回審査会合
緊急時対策建屋付近の地下構造（速度構造）について，説明性向上の
観点からＹ－Ｙ'断面を西側に拡張して示すこと。

地震
2020年11月30日ヒア
2021年1月21日ヒア
2021年2月5日会合

S１７５ 2020年10月2日 第902回審査会合
プレート間地震の地震動評価フローについて，各種調査と検討用地震の
選定の関係が理解できるように説明を充実させること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合

S１７６ 2020年10月2日 第902回審査会合
プレート間地震(M9)の震源モデルについて，三陸沖北部から宮城県沖に
かけて南側に連動するモデルとしているが，長周期の影響等を踏まえ，
千島弧側に連動するモデルについての評価も行うこと。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合

S１７７ 2020年10月2日 第902回審査会合
プレート間地震の検討用地震(M9)のSMGAの位置の不確かさについて，
偶然的不確かさの考え方に基づき，東西方向に加え南北方向も検討す
ること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合
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東通原子力発電所１号炉　コメントリスト（地震・津波関係）：審査会合

Ｎｏ． 日付 審査会合 コメント内容 分野 回答日

S１７８ 2020年10月2日 第902回審査会合

プレート間地震の検討用地震の震源モデル(M9)について，内閣府(2020)
による日本海溝(三陸・日高沖)モデルの強震動生成域と位置関係につい
て比較しているが，パラメータ等についても，可能な範囲で定量的に比較
検討すること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合

S１７９ 2020年10月2日 第902回審査会合
プレート間地震の経験的グリーン関数法の評価において，要素地震選定
の適切性や統計的グリーン関数法との評価結果の差について説明する
こと。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合

S１８０ 2020年10月23日 第913回審査会合
海洋プレート内地震の検討用地震の選定で6タイプの地震を検討してい
るが，検討条件・方法，不確かさの設定及びそれらの考え方について，
検討フロー図等を用い詳細に整理すること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年5月14日会合

S１８１ 2020年10月23日 第913回審査会合

海洋プレート内地震の検討用地震の選定で，断層モデルの平均応答ス
ペクトル等を用いた検討を行っているが，その選定の考え方について，
各地震の周期毎の大小関係も踏まえたうえで選定していることが分かる
ように記載すること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年5月14日会合

S１８２ 2020年10月23日 第913回審査会合
海洋プレート内地震の検討用地震の選定で，平均応答スペクトルによる
検討を行っているが，相対的な関係を確認するため距離減衰式等による
検討も行うこと。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年5月14日会合

S１８３ 2020年10月23日 第913回審査会合
海洋プレート内地震のうち，参考検討としている「SMGAが海洋プレート地
殻に位置する地震」については，検討用地震の不確かさケースとして扱
うことについて検討すること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年5月14日会合

S１８４ 2020年10月23日 第913回審査会合

海洋プレート内地震の応答スペクトルに基づく地震動評価における,Noda
et al. (2002)の補正係数の検討では，大きな残差を示す地震も含まれて
いることから，採用した地震の適切性も検討したうえで補正係数の妥当
性について説明すること。

地震
2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年5月14日会合

S１８５ 2021年2月5日 第943回審査会合
大間地点で審査されている，下北半島西部の隆起を踏まえた「仮想的な
活断層(隆起再現断層)」が東通地点に与える影響について説明するこ
と。

地震
2021年6月28日ヒア
2021年7月29日ヒア
2021年9月17日会合

S１８６ 2021年2月5日 第943回審査会合

「横浜断層による地震」の断層モデルによる地震動評価は，敷地におい
て適切な観測記録が得られていないことから統計的グリーン関数法を採
用するとしているが，適切な要素地震が観測されていないことを明示的
に記載すること。

地震
2021年6月28日ヒア
2021年7月29日ヒア
2021年9月17日会合

S１８７ 2021年2月5日 第943回審査会合
「横浜断層（西傾斜）による地震」の不確かさとして「断層傾斜角」（45°
の傾斜角）を考慮しているが，不確かさケースとしての位置づけ・考え方
について整理すること。

地震
2021年6月28日ヒア
2021年7月29日ヒア
2021年9月17日会合

S１８８ 2021年2月5日 第943回審査会合

「横浜断層(東傾斜)による地震」は地質調査結果に基づくものではなく,地
震動評価上の保守性確保の観点から考慮したものとはしているが,検討
用地震として選定した考え方,基本ケースおよび不確かさケースの設定に
おいては,その考え方を整理したうえで保守性を考慮し検討すること。

地震

2021年6月28日ヒア
2021年7月29日ヒア
2021年9月１7日会合
2022年2月28日ヒア
2022年3月24日ヒア
2022年4月11日会合

S１８９ 2021年2月5日 第943回審査会合
検討用地震の断層モデルの地震動評価においては，加速度波形に加
え，速度波形も示すこと。

地震

2021年3月25日ヒア
2021年4月8日ヒア
2021年4月23日会合
2021年5月14日会合
2021年6月28日ヒア
2021年7月29日ヒア
2021年9月17日会合

S１９０ 2021年2月19日 第949回審査会合
特性化モデル③及び特性化モデル④の想定津波群とイベント堆積物及
び内閣府（2020）の想定津波群を比較し，特性化モデル③，④の妥当性
を説明すること。

津波
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合

S１９１ 2021年2月19日 第949回審査会合
特性化モデル①～④の概略パラメータスタディ最大ケースを対象に，動
的破壊特性の不確かさを考慮した検討を実施し，水位上昇側及び水位
下降側の決定ケースが変わらないことを確認すること。

津波
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合

S１９２ 2021年2月19日 第949回審査会合
動的破壊特性の不確かさのうち破壊開始点設定位置の妥当性を説明す
ること。

津波
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合

S１９３ 2021年2月19日 第949回審査会合
特性化モデル①～④の概略パラメータスタディ結果について，敷地前面
における評価点での比較に加えて，敷地前面における評価線上の比較
も示すこと。

津波
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合

S１９４ 2021年2月19日 第949回審査会合
内閣府（2020）の津波波源モデルと国内外で発生したM９クラスの巨大地
震の断層パラメータ等の比較から，内閣府（2020）から得られる知見の特
性化モデルへの反映方法を再整理すること。

津波
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合
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S１９５ 2021年2月19日 第949回審査会合
1964年アラスカ地震の地震学的知見を収集し，日本海溝・千島海溝島弧
会合部における大きなすべりの発生可能性に係る検討の説明性向上を
図ること。

津波
2021年5月27日ヒア
2021年7月9日会合

S１９６ 2021年4月23日 第968回審査会合
プレート間地震で想定している不確かさケースについて，敷地とSMGA1
との位置関係がわかる断面図を示すこと。

地震 2024年2月22日ヒア

S１９７ 2021年4月23日 第968回審査会合
プレート間地震の経験的グリーン関数法による評価に関連し，SMGA1付
近で発生した地震の観測記録がNoda et al.(2002)に対して長周期側で小
さい傾向について，説明の充実を図ること。

地震 2024年2月22日ヒア

S１９８ 2021年5月14日 第973回審査会合

海洋プレート内地震の「断層位置等の不確かさケース」の位置づけを参
考ケースから不確かさケースに見直したことに合わせ，海洋地殻と海洋
性マントルの物性の違いに関する説明を補足説明資料から本編資料に
移すこと。

地震
2023年10月31日ヒア
2023年12月7日ヒア
2023年12月22日会合

S１９９ 2021年5月14日 第973回審査会合
「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」における断層評価，地質層序に
ついて，事業者評価に反映する事項の有無について説明すること。

地質
2021年6月28日ヒア
2021年7月29日ヒア
2021年9月17日会合

S２００ 2021年7月9日 第989回審査会合

特性化モデル③及び④の想定津波群は，内閣府（2020）の想定津波群
の評価結果を上回るものの，平沼～天ヶ森付近では部分的に内閣府
（2020）の想定津波群の津波高さが大きくなる要因について説明するこ
と。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

S２０１ 2021年7月9日 第989回審査会合
内閣府（2020）のすべり量等のモデル化の手法に関する考え方の取扱
い，並びに特性化モデルと内閣府（2020）の津波高を比較することの位
置付けについて説明すること。

津波

2021年10月21日ヒア
2021年11月26日ヒア
2021年12月16日ヒア
2022年1月28日会合

Ｓ２０２ 2021年9月17日 第1005回審査会合

検討用地震として「横浜断層による地震」を選定し，その不確かさケース
として東傾斜のモデルを設定しているが，東傾斜は下北半島東西断面中
央部付近の狭隘な速度構造の高まりを踏まえ設定していることを重視
し，評価した地震の概念が分かるような名称として検討用地震の位置づ
けを明確にすること。

地震
2022年2月28日ヒア
2022年3月24日ヒア
2022年4月11日会合

Ｓ２０３ 2021年9月17日 第1005回審査会合

東傾斜の断層による地震の地震動評価について以下の点を踏まえて再
検討すること。
①検討ケースの位置づけ
東傾斜の断層による地震は地表に活断層が現れないことが前提なの
で，ケース２を基本とし，ケース３は規模の不確かさとして位置づけするこ
とが妥当ではないか。
②震源モデルの設定
東傾斜の想定位置は敷地に近づけたというよりも，地表痕跡の認められ
る位置で考慮したという整理の方が適切ではないか。
③ケース２の更なる不確かさの考え方
・東傾斜の断層による地震は，不確かさを考慮して地震評価上の保守性
を確保していることを踏まえ，基本ケースあるいは不確かさケースの区分
を適切に改めること。
・東傾斜では実体的にL=20kmを基本ケースとしているが，L=20kmが基
本ケースとなる根拠が不明確。文献内容も踏まえた考え方の整理が必
要。
・中越沖地震の知見（応力降下量の1.5倍）は，必ずしも地震発生層を飽
和する規模以下の地震に適用できないとはされていない。ケース２－２
はケース２－１の応力降下量の不確かさケースとしては不十分。
・M0の小さい不確かさケース２－１では，M0の算定に入倉・三宅式よりも

Somerville式を採用した方がM0が大きく評価されることから，評価の適切

性について整理・説明が必要。
・アスペリティ位置の影響について分析・評価を行うこと。

地震
2022年2月28日ヒア
2022年3月24日ヒア
2022年4月11日会合

Ｓ２０４ 2021年9月17日 第1005回審査会合

下北半島の地質構造上の特徴を踏まえた東傾斜の地震の評価結果の
保守性確認の一環として，「震源を特定せず策定する地震動」と比較す
ることは有益である。解放基盤表面位置における「標準応答スペクトル」
の評価結果を速やかに提示すること。

地震
2022年2月28日ヒア
2022年3月24日ヒア
2022年4月11日会合

Ｓ２０５ 2021年9月17日 第1005回審査会合
一部のスペクトル図では，線が輻輳しており視認性が劣るため，表示方
法の改善を試みること（第1005回審査会合資料１－２のｐ.53，資料１－３
のｐ.27）。

地震
2022年2月28日ヒア
2022年3月24日ヒア
2022年4月11日会合

Ｓ２０６ 2021年9月17日 第1005回審査会合
下北断層の撓曲構造に関連する朝比奈平西方のリニアメントについて調
査結果を示すこと。

地質
2022年2月28日ヒア
2022年4月11日会合

Ｓ２０７ 2021年9月17日 第1005回審査会合
地層名について，「20万分の1地質図幅「野辺地」(第２版)」と事業者の考
え方の相違を記載したうえで，対比表を補正申請書等に記載すること。

地質
2022年2月28日ヒア
2022年4月11日会合

Ｓ２０８ 2021年9月17日 第1005回審査会合
敷地周辺陸域の後期中新世の地層としている目名層は事業者独自につ
けた地層名であるのであれば，仮称として明記すること。

地質
2022年2月28日ヒア
2022年4月11日会合
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Ｓ２０９ 2022年1月28日 第1027回審査会合
日高舟状海盆の海底地すべりのうち発電所と浦河沖の海底地すべりの
間に位置する表層付近の海底地すべりについて，同時活動した場合の
影響を定量的に検討すること。

津波
2022年7月7日ヒア
2022年8月1日ヒア
2022年9月2日会合

Ｓ２１０ 2022年1月28日 第1027回審査会合
地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組み合わせ対象とす
る波源の選定根拠を資料に明記すること。

津波
2022年7月7日ヒア
2022年8月1日ヒア
2022年9月2日会合

Ｓ２１１ 2022年1月28日 第1027回審査会合
連動型地震と日高舟状海盆の海底地すべりの組み合わせ時間を検討す
る評価地点について，補機冷却海水系取水口前面以外の評価地点も追
加すること。

津波
2022年7月7日ヒア
2022年8月1日ヒア
2022年9月2日会合

Ｓ２１２ 2022年1月28日 第1027回審査会合

連動型地震と日高舟状海盆の海底地すべりを組み合せる時間設定につ
いて，発電所地点の水位時刻歴波形の線形足し合わせにより算定した
時間差が，同波動場による解析においても影響が大きくなるとは限らな
いので，時間差のパラメータスタディを実施する等，最大水位を評価でき
ていることを示すこと。また，本検討については，上昇側だけでなく下降
側も検討すること。

津波
2022年7月7日ヒア
2022年8月1日ヒア
2022年9月2日会合

Ｓ２１３ 2022年1月28日 第1027回審査会合

水位下降側評価決定ケースの選定について，最大水位下降量を示す波
源と補機冷却海水系取水口敷高を下回る時間が最長となる波源は同一
にならない場合があることを考慮し，取水口敷高を下回る時間について
も整理し，説明すること。

津波
2022年7月7日ヒア
2022年8月1日ヒア
2022年9月2日会合

Ｓ２１４ 2022年4月11日 第1039回審査会合
「下北半島中軸部高速度層の高まりに基づく地震」の断層長さの設定の
考え方について，地表痕跡がないことを明確にした記載とすること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２１５ 2022年4月11日 第1039回審査会合
「下北半島中軸部高速度層の高まりに基づく地震」のうち，統計的グリー
ン関数法に加え，ハイブリッド合成法による地震動評価を実施した考え方
を明記すること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２１６ 2022年4月11日 第1039回審査会合
「下北半島中軸部高速度層の高まりに基づく地震」のケース３（断層傾斜
角）について，長周期側の応答が大きい理由について記載すること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２１７ 2022年4月11日 第1039回審査会合
「下北半島中軸部高速度層の高まりに基づく地震」の名称について検討
すること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２１８ 2022年4月11日 第1039回審査会合

「震源を特定せず策定する地震動」の地震動評価について，以下の事項
を反映すること。
・2004年北海道留萌支庁南部の地震を考慮した地震動について評価内
容を詳細に記載すること。
・標準応答スペクトルの模擬地震波は，地震規模をM7.0とした結果を提
示すること。
・実観測記録の位相特性を用いた模擬地震波の検討を実施すること。

地震
2022年6月30日ヒア
2022年7月25日ヒア
2022年8月5日会合

Ｓ２１９ 2022年8月5日 第1065回審査会合

地震基盤相当面の設定位置について，Vpも踏まえて設定したことを現時
点で否定するものではないが，説明性向上の観点から，設定位置を変え
た場合の解放基盤表面における地震動への影響を定量的に説明するこ
と。

地震
2022年9月12日ヒア
2022年10月7日会合

Ｓ２２０ 2022年8月5日 第1065回審査会合

震源を特定せず策定する地震動として採用する観測記録の位相特性を
用いた模擬地震波には，内陸地殻内地震の震源特性が反映された記録
を用いるべきである。これを踏まえ一様乱数の位相特性を用いた模擬地
震波を代表として選定する説明内容の適正化を図ること。

地震
2022年9月12日ヒア
2022年10月7日会合

Ｓ２２１ 2022年9月2日 第1068回審査会合
地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の評価のうち水位下降
側評価の組合せ時間算定位置について，安全機能を有しない取水口前
面位置を設定することの必要性について再整理すること。

津波

2023年2月27日ヒア
2023年7月3日ヒア
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ２２２ 2022年9月2日 第1068回審査会合

水位上昇側の津波水位評価位置のうち敷地前面の設定の考え方につい
て説明すること。また，取水口前面，補機冷却海水系取水口前面及び放
水路護岸前面を評価位置に設定する目的について，図等を用いて説明
すること。

津波

2023年2月27日ヒア
2023年7月3日ヒア
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ２２３ 2022年9月2日 第1068回審査会合

連動型地震と日高舟状海盆の海底地すべりの組合せ評価のうち水位上
昇側の評価について，海底地すべり位置での地震動継続時間の時間範
囲で，線形足し合わせにより組合せ時間を算定し，同波動場で解析する
方法を用いると地震単独の水位よりも水位が低下する理由を説明するこ
と。その際，他の組合せ評価方法の必要性も含めて検討すること。

津波

2023年2月27日ヒア
2023年7月3日ヒア
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合
2023年9月14日ヒア
2023年10月6日会合

Ｓ２２４ 2022年10月7日 第1080回審査会合
地震基盤相当面の設定位置の検討において，解放基盤表面における鉛
直動はSI 値等の比較からT.P.-2987.8mから入力したケースの影響が最
も大きいことを確認したが，水平動についても示すこと。

地震
2023年4月17日ヒア
2023年5月19日会合

Ｓ２２５ 2022年10月7日 第1080回審査会合

適切な内陸地殻内地震の記録がないところ，伝播特性及びサイト特性に
関する検討として，また，審査ガイドにおいても模擬地震動を作成する場
合には複数の手法により検討を行う旨の記載があることを踏まえ，プ
レート間地震の観測記録の位相を用いたことは理解する。一方で，地震
発生様式が本来内陸地殻内地震であるべきところプレート間地震で検討
を実施していることから，重要度は一段階落とす（参考もしくは補足）べき
であると考える。検討の位置付けを明確化するよう資料の適正化を図る
こと。

地震
2023年4月17日ヒア
2023年5月19日会合
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Ｓ２２６ 2022年10月7日 第1080回審査会合

岩手・宮城内陸地震について，新規制基準の考え方，規則解釈，ガイド
を踏まえ，地域性を考慮する地震動として取り扱い，当該地震の震源域
と敷地周辺の地域性を比較したうえで，観測記録収集の要否について判
断すること。

地震
2023年4月17日ヒア
2023年5月19日会合

Ｓ２２７ 2023年5月19日 第1147回審査会合

標準応答スペクトルに基づく地震動評価のうち，地震基盤相当面の設定
において，ＶｐやＳＩ値を設定根拠として最深部にすることは基準規則解釈
上適切ではないため，再検討すること。なお，検討に当たっては，最浅部
からの入力には短周期側で大きい傾向が認められることについても留意
すること。

地震
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ２２８ 2023年5月19日 第1147回審査会合

２００８年岩手・宮城内陸地震の震源域と敷地周辺との地域性の比較・検
討において，「地域性を考慮する地震動」が定められた経緯を踏まえ，類
似性の評価の考え方について整理すること。

地震
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ２２９ 2023年5月19日 第1147回審査会合

２００８年岩手・宮城内陸地震の観測記録について，収集した観測記録を
加藤ほか（2004）との比較から，分析・評価する観測記録を抽出している
が，標準応答スペクトルは，加藤ほか（2004）も含めて評価された結果で
あることを踏まえ，比較対象として標準応答スペクトルを使用した方が適
切ではないか。

地震
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ２３０ 2023年5月19日 第1147回審査会合
震源を特定せず策定する地震動として考慮する地震動のうち，一関東は
水平方向のみの設定としていることから，鉛直方向の評価方針を説明す
ること。

地震
2023年7月20日ヒア
2023年8月4日会合

Ｓ２３１ 2023年8月4日 第1178回審査会合

連動型地震と日高海底地すべり（地すべり①と②の同時活動）の組合せ
津波が連動型地震単独の津波水位を下回る要因分析等から得られた知
見（＝東通のサイト特徴）を踏まえ，組合せ評価の対象とする津波の選
定プロセスについて，あらためて整理すること。

津波
2023年9月14日ヒア
2023年10月6日会合

Ｓ２３２ 2023年8月4日 第1178回審査会合
標準応答スペクトルによる地震動を基準地震動として選定する場合，他
の入力位置の地震動も含めどのような考え方で選定するのか説明する
こと。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２３３ 2023年10月6日 第1193回審査会合

地震に起因する津波と地震以外に起因する津波の組合せ評価の対象と
する津波の選定プロセスにおいて，日高舟状海盆の海底地すべりと下北
太平洋側大陸棚外縁の海底地すべりの地形的特徴の違いを整理するこ
と。

津波

2023年11月16日ヒア
2023年12月14日ヒア
2024年1月29日ヒア
2024年2月9日会合

Ｓ２３４ 2023年10月6日 第1193回審査会合
十勝沖・根室沖から岩手県沖北部の連動型地震に起因する津波の評価
で設定した特性化モデル及び基準断層モデルについて，各モデルの特
徴が分かる名称に変更すること。

津波

2023年11月16日ヒア
2023年12月14日ヒア
2024年1月29日ヒア
2024年2月9日会合

Ｓ２３５ 2023年10月6日 第1193回審査会合
組合せ津波の決定ケースについて，防波堤有無の各条件で代表ケース
を検討した上で，どのケースを決定ケースに選定したのか考え方が分か
るように記載の充実を図ること。

津波

2023年11月16日ヒア
2023年12月14日ヒア
2024年1月29日ヒア
2024年2月9日会合

Ｓ２３６ 2023年12月22日 第1215回審査会合
2022年3月16日福島県沖の地震の短周期レベルに関する知見の反映先
は基本ケースではなく不確かさケースを対象にすることを明確に記載す
ること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２３７ 2023年12月22日 第1215回審査会合
海洋プレート内地震の検討用地震の基本ケースにおいて，SMGAを2個
にしている理由を記載すること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２３８ 2023年12月22日 第1215回審査会合
海洋プレート内地震の検討用地震の不確かさケースの重畳の考え方に
ついて，認識論的不確かさの重畳は，事業者独自の考え方により評価し
ていることを記載すること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２３９ 2023年12月22日 第1215回審査会合
海洋プレート内地震の断層位置を示す断面図全般について，海洋地殻と
海洋性マントルの境界も図示すること。

地震 2024年2月22日ヒア

Ｓ２４０ 2024年2月9日 第1225回審査会合
基準津波の選定フローについて，津波に対する安全性評価を念頭に基
準津波を選定していることが分かるように記載を適正化すること。

津波

Ｓ２４１ 2024年2月9日 第1225回審査会合
基準津波の策定方針のうち防波堤有りと防波堤無しの最大ケースが異
なる場合の方針について，引き波時の津波挙動が異なることが，津波安
全性評価にどのような影響を及ぼすのか具体的に記載すること。

津波

Ｓ２４２ 2024年2月9日 第1225回審査会合
基準津波の妥当性確認のうちイベント堆積物との比較方法について，国
土交通省・内閣府・文部科学省（2014）の知見を適用できる根拠を記載す
ること。

津波

Ｓ２４３ 2024年2月9日 第1225回審査会合
発電所敷地内で認められたイベント堆積物の分布位置，層厚及び性状
が分かる説明資料を追加すること。

津波

Ｓ２４４ 2024年2月9日 第1225回審査会合
行政機関による津波評価のうち内閣府（2020）の知見について，2022年
に最終報告が公表されているので，同知見も引用すること。

津波

Ｓ２４５ 2024年2月9日 第1225回審査会合
基準津波（水位下降側）について，基準津波策定位置と補機冷却海水系
取水口前面位置の最低水位の関係性を脚注に追記すること。

津波
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